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学校番号 学　校　名 校　長　名

令和7年度　〔 自己評価報告書 〕 42 　川崎市立住吉小学校 近藤　由起子

学 校 教 育 目 標 今年度の重点目標

・す　素直で明るくたくましい子
・み　みんなと仲良く助け合う子
・よ　よく考え最後まで頑張る子
・し　信じ合い思いやりのある子

・学ぶ意欲を育て　確かな力を育む
・人権を尊重し　豊かな心を育む
・集団活動を通し　主体性を育む
・安全・安心　地域とともに歩む学校

評 価 項 目 具 体 的 な 取 組 成 果 と 課 題 具 体 的 な 改 善 策

・身に付けたい力を明確にし、「主体的・対話的で
深い学び」の視点からの授業改善を図るため、校
内研究、研修等を充実させる。
・学習習慣、基礎・基本的内容の定着をめざし、交
換授業を計画的に取り入れ、誰も一人にしない、
誰一人取り残されることのないよう、学び合いを大
切にした授業を推進する。

　国語科の研究５年目を迎え、研究推進校としての
報告会を実施した。国語科の授業のみならず、他
教科等と関連させた授業であったり、話す・聴く力
を育む「はなすきタイム」といった日常的な活動の
両輪で取り組んできたことが功を奏した結果だと考
える。自分の考えを生き生きと伝え合う姿が、地域
教育会議や代表委員会といった実生活でも見られ
るようになってきた。交換授業や専科の授業及び
学習支援等、複数の教員で指導にあたる個の児童
への支援やGIGA端末の活用を通して基礎基本の
定着を図る事ができた。

　関わり合い協働的な学びを大切にし、個々の児
童が分かる授業づくりに努めていきたい。

・情報活用能力を基盤として、様々な人・もの・こと
とのつながりを通し、教育内容の質を向上させ資
質・能力の育成に努める。
・体験学習や人との関わりを大切にしながら、「キャ
リア在り方生き方教育」の推進を図る。
・健康と体力づくりの向上をめざし、キラキラタイム
の充実、健康教育と食育の推進に努める。

　国語科の研究で培った力を他教科等と関連させ
ながら【人・もの・こと】といった教育資源を活用しな
がら学習に取り組んできた成果だと考える。体験活
動や経験を通して課題を見いだし、他者と協働し
て解決を図るプロセスの継続結果から、主体的な
態度が育まれてきた。また、学習計画や育成される
べき資質・能力を児童と共有し、学習のゴールを示
すことで、見通しをもって児童が学習に臨むことが
できている。さらに、GIGA端末を学習のツールとし
て効果的に活用できる姿が伺えた。

　地域の特長や人材を生かし、豊かな体験を通し
て主体性を育んでいきたい。

　１の柱

　・学ぶ意欲を育て
　　　　確かな力を育む
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・子供の声に耳を傾けるなど、いじめ・不登校未然
防止に努め、一人一人にとって居心地のよい学
級、学年づくりをめざす。
・職員から挨拶や声かけをして、子供や保護者が
話しやすい雰囲気をつくり、全職員が連携し教育
相談体制の充実を図る。

　担任が児童の困り感を察知し、全教職員へ共通
理解を図ってきた。児童の様子を見て声をかける
など積極的に関わり、個に応じた支援に努めてい
る。

　今までの取組を継続するとともに、なにか気にな
ることや気付いたことがあったら、すぐに相談できる
環境づくりにより努めていきたい。

・人権教育、道徳教育、共生＊共育プログラムの実
践等を通して、自己肯定感を高めさせ、自信をもっ
て生きていく姿勢と、互いを尊重しあう思いやりの
心を育む。
・教育支援コーディネーターを中心とした組織的な
対応と協力、関係機関との連携に努め、支援体制
を充実させる。

　各学級、学年の取組や支援体制が児童に合って
いたと思われる。すべての児童が楽しく学校生活を
送れるよう「共生＊共育プログラム」の実践や日々
の学校生活の中で「楽しい」と思える経験を重ねて
いけるように支援を続けていきたい。日々の学校生
活の中で困り感をもつ場面がでてくることも考えら
れるため、年２回のアンケートや年３回の効果測定
の実施後に個別に聞き取りを行うなど定期的に実
態を把握する機会をつくった。

　支援教育コーディネーターを中心とした支援体
制を整え、多くの教職員で様子を見守りながら支援
をしていきたい。

・挨拶や言葉遣いを意識させ、豊かな人間関係づ
くりに努める。
・「みんなのやくそく」や清掃、給食指導のスタン
ダードを基に一貫した指導を継続する。

　なかよし班や各委員会が企画したイベントなど、
異年齢集団での交流を積極的に行ってきた。その
積み重ねの中で、児童同士がお互いを大切にする
様子がうかがえる場面が多くあった。日々児童の変
化を敏感に感じ取り、より丁寧に関わるよう心がけ
てきたことが、アンケート結果に表れている。学校
生活での友達との関わり方や日々の言動から、自
己肯定感をより一層高めていく必要性があると感じ
る場面も見られる。

　成功体験を積み、自己肯定感を高めていけるよう
に今後も支援を充実させていきたい。

・よりよい学校生活を送るために、目標を立て、そ
れに向かい努力する子供を育てる。
・子供の意見が反映されるように委員会活動やクラ
ブ活動での話合いを充実させ、よりよい学校をつく
る場を設定する。

　委員会・クラブ活動において、皆の為に活動でき
たという充実感を味わえたことが伝わってくる。係活
動では、上級生になるに連れて様々な意見が出た
り積極的に活動したりするなど、経験を生かすこと
ができていた。また、委員会活動では他学年との
交流を深めるためのオリジナル活動に、多くの児童
が参加し、学校を盛り上げることができた。なかよし
班活動を通して、異学年への意識が高まり、中休
みなどでも関わる姿が見られた。代表委員会では、
全校児童が参加できるように、meetで配信してい
る。代表委員会のテーマに沿って、年度始めに議
題を立てることで、見通しをもって議題について考
えることができた。

　全校で住吉小学校をよりよくする活動を考え、実
施していきたい。

・子供の創意を大切にし、学校･学年行事に取り組
んでいく。
・たてわり班活動、音楽集会など、異学年交流を意
識した活動の充実を図る。

　運動会ではスローガンを基に、全校児童が一丸
となって取り組み、より一層「運動会を盛り上げた
い」「楽しみたい」という気持ちをもって参加すること
ができた。敬老の日に合わせて地域の人々に感謝
の気持ちを伝える活動に全校で取り組んだ。また、
各学年の学習発表や周年行事の準備等を自ら率
先して取り組む姿からは、充実した学習活動がうか
がえた。

　児童の思いを大切にしながら、学校行事等の教
育活動の充実に向け、取り組んでいきたい。

　２の柱

　・人権を尊重し
　　　豊かな心を育む

　３の柱

　・集団活動を通し
　　　　　　主体性を育む
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学 校 関 係 者 の評 価 学校運営のまとめ

・「はなすきタイム」のような、各学年を超えて対話をする活動は、大人が異業種の
方と話すとおなじような刺激があり、すばらしい取組なので続けてほしい。
・総合的な学習の時間では、SDGSの取組を地域と一緒に活動できた。来年度も
引き続き、地域と協力して行けたらいいと思う。
・小学校で学んだこと、例えば避難訓練などは、大人になって生きてくる。学校の
教育は、すごい。大切なことはこれからも続けてほしい。

・暴力行為やいじめを許容せず、関係機関と連携して対応していく。
・「人権侵害をしていないか」と、立ち止まって考えられるよう、情報モラル教育を推進していく。
・専科授業や、交換授業を計画的に行い、何事も担任一人で抱え込まない体制づくりを進めていく。
・多くの先生とつながることで、誰かに相談できるよう、環境づくりを整えていく。
・子供たちの手による、よりよい学校づくりが進められるよう、児童会活動の充実も図っていく。
・基礎基本の定着、子供たちが学習に意欲的に取り組む授業づくりの研究・研修に努めていく。

・地域、保護者、ＰＴＡとの連携による安全対策の
推進を図る。
・安全、安心な学校生活が送れるよう、危機意識を
もって自らが命を守る交通安全、防災・防犯教育や
情報モラル教育を推進する。

　避難訓練や全校引き取り訓練、１・３年生の交通
安全教室など、例年通りに安全指導を行うことがで
きた。夏休み前に台風などによって多摩川が氾濫
したと想定して垂直避難訓練を行った。総合防災
訓練では水消火器使用体験や消火ホースキットを
使用した消火栓の体験、起震体験車の体験など、
実際の災害を想定した体験活動を行った。また、
PTA作成の安全マップも意識付けの一つになって
いる。これらの取組が、児童の安全に対する意識を
高めていると考えられる

　校内に不審者が侵入したことを想定した退避行
動訓練も計画している。学校全体で危機管理意識
を高めていけるように、継続的な安全学習の機会
を設定していく。

・各種便り・HP・懇談会の充実に努め、積極的に情
報発信する。また学校説明会・報告会・学校運営
協議会や、行事ごとの保護者アンケートを有効活
用し、学校に対する理解と教育活動の改善に努め
る。

　全体的に、家庭で学校の出来事が話題になるこ
とが多くなり、行事や授業参観などの機会で児童
の様子や学校での姿が伝わっていると考えられる。
また、参観後の感想用紙を見ると肯定的な内容が
多く、学校での様子が家庭での会話につながって
いると考えられる。ただ、児童、保護者ともに「あまり
話題にならない」「話題にならない」という回答があ
る程度の割合を占めていた。

　学校・学年だよりやオンラインを活用して児童の
活動を広く発信していき、家庭での会話のきっかけ
を増やすことで、家庭からも地域からもより身近な
学校をつくっていきたい。

　４の柱
　
・安全・安心
　地域とともに歩む学校

・安全で安心できる教育環境の充実を図る。
・ボランティア、地域の人材、地域環境を活用し、
地域の特色を生かした教育活動を推進していく。
・異校種間のスムーズな移行をめざして、幼保育
園、近隣小中学校との連携を推進する。

　俳句教室や茶道、出前ごみスクールなど、外部
講師を多く招いて授業を行った。また、１年生の昔
遊び、３年生のフライマルクトなどブレーメン商店街
を盛り上げる活動、５年生のSDGｓの探究など、地
域と関わる学習活動に取り組んだ。児童会活動で
は、敬老の日に地域の方々へ手作りのプレゼント
を代表児童が朝会で直接渡すことができた。これら
の活動が地域との関わりを楽しく感じる割合が高い
結果となったことにつながったと考えられる。

　社会に開かれた学校を目指し、様々な立場の人
とふれあいながら学んでいく体験は、児童が成長し
ていく土台になるため、引き続き、学習活動に地域
との関わりを大切にしていきたい。


